
よろず支援拠点
相談ノート

相談者からのコメント

お申し込み・お問い合わせ先

中小企業・
小規模事業者のための
経営相談所 福井県よろず支援拠点

TEL：0776-67-7402
E-mail：yorozu@fisc.jp

平成30年10月頃から相談開始

「旧北国街道今庄宿にある古民家を活用して、団子屋さんを
開業したい」という女性が鯖江商工会議所での相談日に来訪
されました。具体的には、南越前町今庄地区で古民家を再利
用するプロジェクトがあり、その中の１軒の蕎麦屋とコラボレー
ションで団子を提供してはどうかという話がありました。それ
に併せて団子の商品開発をしていきたい、ということが始まり
です。

  事業計画策定  
担当したコーディネーター（以下Co）は、創業時に一番大
事なことは事業計画をできるだけ具体的にしっかりと練り上げ、
それに基づいて行動することだと助言しました。
中小企業庁が配布している「夢を実現する創業」という創業
マニュアルを紹介し、その中にある事業計画のフォーマットを
埋めていきながら、具体的な事柄を検討してもらいました。
順調に進むかに見えましたが落とし穴もありました。当初予
定していた蕎麦屋とのコラボレーションが破談になり、物件探
しから再スタートしなければならなくなりました。

幸いなことに先のプロジェ
クトが管理している古民家は
他にもあり、その中の１つで
ある旧山田家は、元々パン
屋さんが営業していましたの
で、大きな改造を施す必要
もなく店舗物件として活用で
きました。開業の時期を数
カ月遅らせる必要がありまし
たが、事業計画・損益計画
をしっかりと作ってありました
ので、方針の変更にもすぐに
対応ができました。

  商品開発  
福井産のもち米に地元の豆腐を混ぜて作る白玉団子が大き
な特徴で、ダイエット中の女性にもちょっとだけ気持ちを緩め
て食べられるようにしました。
みたらし団子というと串に刺したものを想像しますが、甘味
処てまりの団子はそのまま皿に乗せて提供します。これについ
てもCoは、他のお店との違いが出しやすいので良いだろうと
助言し、和と洋を上手に融合させた商品を作り出しました。

  ペルソナ  設定  販売促進  
創業計画をしっかりと立案したつもりでも、誰を顧客とする
のか、というマーケティングの基本が明確になっていないこと
が多いです。甘味処てまりも同様で、Coはペルソナを具体的
に設定することを助言しました。
当初は地元在住の女性で、比較的年齢の高い人を想定し、
商品もそれを前提に作り込んでいました。
集客や告知についてはインスタグラムを活用するという方針
でありましたので、インスタでの投稿の構成やフォロワーの獲
得策について助言しました。現在のフォロワーは463人ですが、
まず500人を超えること、できれば1,000人以上にすることが
課題です。	 ※ターゲット、顧客像のこと

  開業後  
令和2年5月に開業して運営を開始すると、当初想定していた
地元の女性客が思ったほど来店していないことに気付きました。
そこでCoは、越前市や鯖江市、敦賀市など近隣市町村や
県外から来る20代から40代の比較的若い女性にターゲットを
設定し直して集客を進めるよう方針変更を提案しました。イン
スタグラムを使うことを考えてもこのターゲット変更は重要です。
また、季節に応じた商品の開発も必要で、継続的に支援を
行っています。
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事業概要：旧今庄宿の古民家を使った団子をメイン
とする甘味処の開業と運営

相談概要：団子屋さんを創業したい。

新規創業編

きっかけは遊漁券未購入問題
株式会社フィッシュパスは2016年10月に創業した、地方の
課題解決型ビジネスモデルを手掛けるＩＴベンチャーです。
当センターでは、ビジネスモデルの構想段階から継続支援し
ています。
日本の河川は全国830の漁業協同組合によって管理されてい

ますが、経営不振により、内水面漁協の多くが苦境に立たされ
ています。経営不振の理由の一つが、「遊漁券」の未購入問題
です。しかし釣り人は、何も最初から無許可で釣りをしようと
思っているわけではありません。遊漁券を購入できる場所や購
入できる時間帯に制限があるため、遊漁券を買いたくても買え
ず、結果的に遊漁券の売り上げが落ちている状況です。
そこでフィッシュパスは、24時間いつでも遊漁券が購入で
きるスマートフォン・タブレット端末向けのアプリ「FISH 
PASS」を開発し、2017年6月に提供を開始しました。アプリ

経由の購入であっても、
販売はあくまで地元販売
店であり、既存の販売店
の売り上げとなります。
FISH PASSと提携しアプ
リを導入した内水面漁協
の1つは、遊漁券の売り
上げが前年比1.5倍に増加
したそうです。さらには
「FISH PASS」は、GPSを
使ってアプリを利用して
いる釣り人の位置情報を
得ることで、漁場の監視
業務や河川整備の効率化
も実現しました。
現在の提携漁協数は60。
4年後には500の漁協との
提携を目指しています。

日本の川・地方の未来を変えるために
上場を目指す

西村社長は、はじめからビジネスを大きくしようと考えてい
たわけではなかったそうです。「最初は竹田川周辺の地域おこ
しができればそれでいいくらいの軽い気持ちだった。いつでも
事業をやめられるよう、人も雇わずこじんまりとするつもり
だったのが、福井ベンチャーピッチへの登壇など、産業支援セ
ンターのベンチャー支援を受けていく中で、自分のビジネスモ
デルの成長可能性を感じ取り、思い切って舵を切った」とふり
返ります。
2020年8月には中村副知事を表敬訪問し、「2025年を目標に上

場を目指す」と語った西村社長。「弊社に注目が集まることが、
未来の川を守ることにつながる最大の効果だと考えている。日
本の川・地方の未来を変えるためにも、上場に向けてがんばり
たい」と意気込みます。

都市圏のほうが「ヒト・モノ・カネ」へのアクセスが有利という点で、
ベンチャーは大都市圏に集積して展開するものと思われがちですが、
実は今、地域課題・社会課題などのビジネスの種が眠っている地方に
注目が集まっています。
県内で成長意欲の高いベンチャー企業をご紹介するシリーズ。２回

目の今回は、地方の課題解決型ビジネスモデルを手掛けるＩＴベン
チャーで、福井県初の官民ファンド「ふくい未来企業支援ファンド」の
第１号案件として資金調達を実施した、株式会社フィッシュパス（坂井
市）の事例をご紹介します。

今回の事例はいかがだったでしょうか。高齢化・人口減少・過
疎化などが進む福井のような地方では、解決すべき課題がいち早
く顕在化するため、ビジネスチャンスを得られやすいとも言われて
います。身の回りにある地域課題・社会課題に目を向けてみると、
新たなビジネスの種が見つかるかもしれません。
執筆者：ふるさと産業育成部　ベンチャー・EビジネスＧ　岡田 留理

地域課題をビジネスで解決する！
福井発ＩＴベンチャーの挑戦

中村副知事を表敬訪問

フィッシュパスアプリ

フィッシュパスアプリで遊漁券購入

所在地　坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16
　　　　福井県産業情報センタービル内
ＴＥＬ　0776-67-7335
E-mail　office@fishpass.co.jp
https://www.fishpass.co.jp/

株式会社フィッシュパス

Start a New ProjectStart a New Project

※

お店をやりたい!!って思っても、ある程度は何となく分かっ
ているつもりでもどこから手をつけていいのか分からず…。
よろず支援拠点に相談させてもらえて、一気に前が見えま
した。開店時は新型コロナウィルス感染の影響もあって、
テイクアウトからのスタートで不安でしたが、そこでもアドバ
イスを頂き、不安なく前に進みました。
今は、店内飲食もテイクアウトもできるようになり、売上を
伸ばすことができています。ありがとうございました。
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